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男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合

い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮

することができる社会のことを「男女共同参画社会」とい

います。 

男女共同参画社会ってなに？ Ｑ. 

Ａ. 

 

平成 11 年（1999 年）に、男女共同参画社会の形成を進めるために制定された「男女共同参画社会

基本法」の中で、男女共同参画社会の実現は「21 世紀の我が国の社会を決定する最重要課題」と

位置づけられています。  

 

「参画」とは、単なる参加では

なく、より積極的に意思決定過

程に加わるという意味が込め

られています。 参画 
とは？ 

あらゆる分野で男女が平等に  

参画できる社会  
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42.8% 41.8% 

  

34.7% 35.7% 

  

30.0% 58.5% 

  

30.7% 40.6% 

 

日本国憲法には、個人の尊重と法の下の平等が定められています。その他の法令や制度等でも、

男女平等がうたわれています。しかし、家庭や職場などのさまざまな場面で、男女間の不平等を感

じている人がたくさんいます。  

また、「男性は仕事、女性は家庭といった固定的な性別役割分担意識は時代とともに変わりつつあ

るものの、それでも、職場や地域、議会など政治の場で、一方の性の人ばかり目立つ光景が今でも

見られます。 

「男だから、女だから」という理由で、生き方や人生の選択が制限され、個性や能力を発揮する機

会が奪われてしまうことは問題です。男性も女性もすべての個人が、家庭で、職場で、それぞれの

個性と能力を発揮できる社会づくりが必要なのです。  

「男女の人権の尊重」が大切だからです。 

大田区「男女共同参画に関する意識調査報告書」平成 27 年 3 月 

Ａ. 

 

男女共同参画社会ってなぜ必要？ Ｑ. 

（※）「わからない」は、平成 21 年度は「どちらともいえない」「わからない」の合算 

「男性は仕事、女性は家庭」性 別 役 割 分 担  

という考え方をどう思いますか？   
（平成 21 年前回調査結果との比較） 
（平成 21年前回調査結果との比較） 

同感できる 

どちらかといえば 

同感できる 

どちらかといえば 

同感できない 同感できない わからない（※） 無回答 

同感できる 計 同感でききない 計 
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日本は少子高齢化が進み、経済活動を支える労働力が減少してきています。労働力が減少すれ

ば、日本の経済規模は縮小する可能性が高くなります。また、高齢者の増加は、年金や医療など

の社会保障にかかる費用が増えることにつながります。しかし、これらを現役世代の人口が減少す

るため、社会保障制度を維持していくことは難しくなってくるかもしれません。  

男女共同参画社会ってなぜ必要？    Ｑ. 

現在は、さまざまな商品やサービスが次々に生まれ、消費者の求めるものも多様化しています。

そのような中で、経済社会の活性化のために、女性の視点や発想をいかし、新たな経済活動を

創り出すことが求められているのです。  

少子高齢社会に対応するためには…  

 

働いてお金を稼ぐのは男性、家庭で

家事や育児、介護といった無償の役

割を担うのは女性という意識を変え、

仕事でも家庭でも男女ともの力を発揮

できるようにすることが大切です。  

少子化が進めば

働き手が減って経

済も発展できなく

なります 

負担大 

高齢者を支える現役世代の人数のイメージ  

１９８５年頃 ２０２０年頃 ２０６０年頃 

社会や経済の変化に対応するために必要なことだからです。 Ａ. 
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年齢や性別に関係なく誰もが、仕事や子育て、介護、自己啓発、地域活動などの活動を自分の希望

するバランスで展開できる状態のことをワーク・ライフ・バランスといいます。ワーク・ライフ・バランスは、

「仕事の充実」と「仕事以外の生活の充実」の好循環をもたらし、多様性に富んだ活力ある社会の基

盤としてとても重要です。  

ワーク・ライフ・バランスが実現した社会とは  

 

 実現するためには？ 

男女共同参画社会を Ｑ. 

①就労による経済的自立が

可能な社会 

 

②健康で豊かな生活のための 

時間が確保できる社会 

 

③多様な働き方・生き方が 

選択できる社会 

 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）が必要  Ａ. 

 

相乗効果・好循環を生み出す 

 


